別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：家畜保健衛生費
	事業名：　新　口蹄疫等侵入・感染拡大防止強化対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　衛生防疫担当　電話番号：058-272-1111（内2873）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：12,770千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


岐阜家畜保健衛生所は、県内唯一の高度病性鑑定施設であり、県内で原因不明の疾病が発生した場合、病性鑑定のため病畜や検体が搬入されることから、口蹄疫などの病原体が侵入する危険性が高い。
また、岐阜家畜保健衛生所には、病性鑑定担当と農場立入検査を業務とする一般業務担当が同居しており、検査室からの病原体の流出があった場合、一般業務担当の職員が農場へ立入る際に、病原体を農場へ持ち込む可能性がある。
そのため、病性鑑定施設の整備による病原体の感染拡大防止対策の強化を図る。
	２　所要経費


１．ウィルス室からの病原体流出防止対策費
　　　ウィルス室のバイオハザード改修　　　9,198千円（国1/2、県1/2）
・エアーロックルーム等の設置
２．侵入防止対策費
　　①自動車両消毒装置の設置　　　　　　　2,090千円（国1/2、県1/2）
　　　・車両を介した病原体の伝搬防止対策として、通行車両用の消毒槽の拡張と家畜運搬車等の大型車両の消毒が可能な自動消毒装置の設置

②検体搬入用経路の確保　　　　　　　　　704千円（国1/2、県1/2）
・感染性の高い材料（鳥インフルエンザを疑う検体など）を搬入する公用車について、一般車両とは別の敷地内への進入路を確保するため、敷地東側水路に橋を設置する。
　　③付帯工事（既存施設撤去）　　　　　　　778千円（県10/10）　　　
　　　・消毒槽設置等のための、花壇等の撤去

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・安全・安心でうまい農畜産物をつくる
	２　これまでの取組状況


	３　これまでの取組に対する評価


	決定額の考え方


他の類似事業の実績を踏まえ、所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	要求額
	12,770
	5,996
	
	
	
	
	
	
	6,774

	決定額
	11,700
	5,500
	
	
	
	
	
	
	6,200


